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学術データベースとしての生物形態画像データベー
ス
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書中の写真・イラストをスキャナーで取り込み画像ファイル化し，テキスト部
分をＨＴＭＬ化することで，できるだけ原著に忠実に画像をインライン表示さ
せるように工夫した。
いずれも，研究者がボランティアとしてできる程度の作業量で，かなり高い
品質のデジタル画像本を複製することができた｡専門書は元々発行部数が少な
く，かつ絶版に至る期間が早い。従ってデジタル化した場合においても商業化
できるほどの頻繁なアクセスを期待できるものではない。この様な学術刊行物
を，多大な労力をかけることなくデジタル化し，末長くネット上で閲覧できる
ようにする試みは，今後のネットワークリソースの多様化にために必要である
と考えられた。
考察
本研究で一貫して問題としている課題は，第一線で活躍する研究者が個人で
所蔵するデータをインターネット上に発信するために，どのようなサポートが
必要であるかを明らかにすることである。我々は，既にいくつかのデータベー
スプロジェクトのコンサルティングを行う間に，既存の文献を通じては公開・
入手できないカラー画像・動画等の公開・閲覧に対するの要望の強さを感じて
きた。テキストデータについては，既存の文献データベース，また培養株の特
`性などを記したカタログ本がバイオリソースとして既に活用可能な状態にある。
しかし，出版経費のかさむカラー画像については，分類情報の基盤となるデー
タであるにもかかわらず，なかなかネットワーク上に公開されていないのが本
プロジェクト開始当時の現状であった。本プロジェクト期間中に，我々がコン
サルティングを行ったり，またその結果できたサイトを参考にした画像データ
ベースがいくつか出現したことは喜ばしいことであるが，未だ研究者における
データ公開が一般化していると言える状況に無い。研究者が時間を割いて何か
を行うということは，当然そこにオリジナリティーを要求される。その意味に
おいても，未だ基盤として終わない生物の形態画像データベースを主目的とし
て，研究者のデータ発信をサポートするシステムを構築することは今後の生物
系バイオリソースの充実を目指す上で意義の有ることと考えられる。
そこで，まず既存の標本がほとんど皆無である原生生物の形態画像の或いは
動画のアーカイブ手法から始まり，画像を中心としてデータベース作りにおい
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てImlが最も重要であるかを券察した。
（１）研究者が自らデータを発信する為の環境作り
多くの研究者は，データベースを自ら作製した経験を持たない。また，その
ような研究者に対してiMiしい(l:組みをトレーニングさせる試みは，決して良い
結果にはつながらない。１$尖，筆者らも「アリＤＢ｣，「牧野ＤＢ」をコンサル
ティングする過程で，必饗以｣二に複雑なシステムを導入することは却って研究
行のデータベースに対する興味をそぐ結果に繋がることを経験した。従って，
できるだけ従来の研究スタイルを変えることなく，新しい高度情報化社会への
データ提供を促進するようなデータベース構築〃式を考案してきた。この点は，
蚊先端の技術導入により企業イメージを確保しようとする商業レベルのデータ
ベースと本研究で対象にしている学術データベースは初KIIの構築過程で〃|;'１性
が全く異なることを示している。
画像データベースの為のデータ収集においては，従来の研究者が出版社に対
して行ってきたこととliil様に，３５ｍｍスライドデータをデータ媒体とした万
八を取り入れた。PhotoＣＤシステムを使ったlllUl像のデジタル化は多くのlil{究
苛の希望を満たすだけの,'Ⅱ',衝を(ｉｉｉ保することがIIJ能で，またその手続きも業背
に発注できるという点で，１分簡素であった。また，そこから得られる５段階
の解像度の画像はそれを炎不するＷｅｂページのレイアウトに柔軟性を持たせ
る事が可能であった。
－〃では，研究機器のデジタル化に対応すべく，デジタルカメラを使ったi1m
像データ取得システムの研究も行ってきた。現時点で販売されているデジタル
lIlli像人力システムのほとんどは，顕微鏡撮影などの特殊な環境では必ずしも,舟
いIi'|能を発揮できるものでは無く，高品位を目指す指向では今一つ実力にかけ
る機器が多いことが判|ﾘ1した。しかし，コストilIiや即時性という点で優れてい
ることから，３５ｍｍフィルム系との棲み分けがしばらく続くものと思われた。
「原虫ＤＢ｣，「アリＤＢ」「牧野ＤＢ」で－貸して取り入れた，分類カスケード
をサムネール画像のリストでたどる方式は，今後，他の分類群の形態lmii像デー
タベースにおいても雛形となりうるものである。このような雛形とその解説を
サポートシステムの部,Ｉｉｌ１１として提示することで，データを発信しようとする研
究者が具体的な完成イメージを持つことができる。その結果，より高いモチベー
ションで作業を行うことが'１能になるものと考えられた。
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初期のデータ収集過程では，その段階が逐一Ｗｅｂを通じて公開できるよう
な，ＨＴＭＬ形式でのデータ統合が有効である。次の段階として，データがあ
る程度出そろった段階で，それらを柵造化することでより高度なデータベース
形態への発展が可能となる。これは，必ずしもデータを発信する研究者によっ
て行われる必要は無い。何故ならば，一旦Ｗｅｂで発信されたデータはそのサ
イトが有るかぎりは，リンクとして他にも流１１]が可能だからである。しかし，
一方では分類カスケードや分類キーによる絞り込みの手lllliはそれ自体が研究者
のオリジナリティーを示す要索である。そのような，分類・検索手lIriをＷｅｂ
－ｋのリンクとして反映するためには，元データの楠造化は是非とも行われなけ
ればならないステップで有る。「アリＤＢ」においては，初期のＨＴＭＬ型のファ
クトデータベースを元に，データベースソフトを利用したリレーショナルデー
タベースへの構造化を図り，その１１$点でより高度なリンクを持つＷｅｂを作り
上げることができた（Kiharaら1997)。その過程で行われた，「分類記ilikデー
タ」「画像データ」「文献データ」「分類キーデータ」の独立化は，他の分類群
においても利用可能な雛形の一つとして，今後サポートサイトにおいて提示す
ることになる。
(2)デジタル画像データの可能性の提示
カラー画像を低コストで配傭することができる点が，現在のＷｅｂの大きな
特徴である。更には，既存のメディアでは配備することができなかったデータ
形態を発信・閲覧することがiil能となる。本lﾘﾄ究では，新たな可能性の一例と
して動画データベースを元に，剛微鏡の３次元Idli像データ配信，デジタルタイ
ムラプス動画の配信・閲覧手法について研究した。
原生生物の形態は動的で，活動的に動いている状態でのみ観察しうるケース
が多い。例えば，ツリガネムシの１Ｗのらせん形状は収縮した状態でのみ観察さ
れる形態で伸張時は消える（図２参１１(1)。類似の形態の繊毛虫で柄が伸びた状
態を保つ場合には別の種に分顛される。したがって，この柄の伸縮性は分類学
的にも重要なキーであるが，それがどのような状況下で，どの程度のスピード
で収縮するかを知らなければ実際には認知することが難しい。このような動的
形態の描写は，従来既に観察経験があるﾘﾄﾞを前提に文章で記載する手法しか無
かったが，動画を共有データとして利11Iすることで，未経験の相手をも対象に
記載することができるようになる。
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また，動画的な描写を用いることで顕微鏡観察時に焦点を変えながら立体的
な形態を観察する手l11Eiと同様の動miilHli像を配信することも可能になった。更に，
ゆっくりとした動きのために認識できなかった形態変化もタイムラプス動画を
使って表現することができる。
このように従来のメディアでは不可能であった画像（映像）データをマルチ
メディア型のデータベースに取り入れることは，今後の研究'情報を飛躍的に豊
かにするきっかけになり，その価値が認められればますますバイオリソースと
してのデータベース活用の促進につながるものと期待される。
(3)学術データアーカイブのための共同作業
研究者の活動はたんに新しいデータを'1に示すだけでは済まない。新しい知
見は，同時代の研究者の手によって，レビューとして過去の業績とともに取り
まとめられ知的基盤としての性格を深めていく。言わば，時代時代で，それぞ
れの視点に立った過去の業績のデータベース化が行われてきたということがで
きる。自然科学的研究手法においては，新しい知見が常に過去の知見の上に成
り立っていることが重要な意味を持つ。したがって，今後新しい情報システム
上で知的基盤を形成するうえにおいて，同一システム上で過去の知見を並行し
て蓄積していくことが重要である。
本研究で行った過去の文献のデータベース化の試みは，研究者が保管してい
る過去の貴重な文献を将来に渡って利用可能にする作業であり，従来の研究ス
タイルにおいてレビュー等を通じて印刷物の更新が行われる過程と共通した意
味合いを持つ。特定分野の関連文献が現在でも人手が難しく，かつ商業ベース
における復刻も困難であることから，今後研究者が必要に応じてそれらのの文
献をデジタル化する作業を行うことが現実的である。我々は，本方式に準じた
活動を多数の研究者が行うことで，結果的にはインターネットを通じた共同作
業となり，やがて巨大学術アーカイブが集積されることを提案している（図7)。
本研究の当面の目標は研究者が自らデータベースを構築・維持・管理するた
めのシステム開発である。しかし，いかに個々のシステムを開発しても，肝心
の研究者にデータベースを榊築・公開しようとする意欲がなければ役に立たな
い。そのような研究者の意欲を引き出すには，構築・公開されたデータベース
が「研究業績」として認められ，公的機関により恒久的に保存される社会シス
テム（知的基盤）の整備が必要である。
dｏ 
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主として漣通する燭鰡
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生藤保存生産と発信保存
印刷メディアにおける学術精報の流れネツトメデイアにおける学術情報の流れ
図７公的サポートシステムの概略図
既存の印刷メディア（左）における「図１１)館」と同様の役割をするネットメディア（右）
上のサポートシステムを提案している。
従来の科学では，研究者が作り１１)した情報は学術雑誌等の印刷メディアに記
録され公開される。そして，公開されたものは大学図書館等で恒久的に保存さ
れる。この学術情報の恒久的な保存により，後になって論文等で引用すること
が可能となり，また，公開された情報が研究者の業績として認められるのであ
る。しかし，現在，ネットワーク上でボランティア的に発信された情報につい
ては，印刷メディアにおける大学図書館のような恒久的な保存のための公的機
関がない。このため，ネットワーク上にある情報は，論文等で引用することも
できず，研究者の業績としても認めらない。業績にならなければ，研究者に情
報発信しようという意欲が生まれないのは当然といえる。
したがって，研究者によるネットワーク上での情報発信を活性化するには，
その発信された情報を研究業績として認知する社会システムを確立しなければ
ならない。そして，その基盤となるのが，発信された情報を評価し，学術的価
値があると認められたものを恒久的に保存する公的機関の設置である。現在，
そのような公的機関をどのように機能させればよいか，そして，そのための社
会的なルール作り（引用文献の記述法，バックアップの方法，等）について検
討中である。
参考サイト
原生生物'情報サーバー
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牧野標本館タイプ標本データベース
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アサガオ画像データベース
http://protistj・hosei､acjp/Asagao/Yoneda/menuhtml
PhotoCDをＷｅｂに紋せるまで
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占い文献の復活計画
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ＣＯＮＴＲＩＢＵＴＩＯＮＳＴＯＴＨＥＳＴＵＤＹＯＦＴＨＥＢＥＨＡＶＩＯＲＯＦＬＯＷＥＲ 
ＯＲＧＡＮＩＳＭＳ 
ｈｔｔｐ://ameba.i・hoseiac・jp/DIB/JennO4／
■
 
● 
● 
巾
■ 
（
叩
元
）
△
パ
ュ
ニ
戸
尻
扣
）
（
院
叩
）
。
”
０
０
《参考文献》
1）ＯｇａｔａＫｅｔａＬ（1999）Japaneseantcolorimagedatabase(1)：animpacton 
taxonomicinformation,Proc・XIIIInterCong・ＩＵＳＳＩ,ｐ､350.
2）KiharaA,TsukiiY,ＵｇａｗａＹ（1997）MakingtheregularstructuTeofcolor 
imagedatabaseofJapaneseants，ZooLSci.，１４:ＳｕｐｐＬ４Ｌ 
３）木原章，池田和夫（1999）電子顕微鏡画像データベースによるデータ処理の効
率化コンピュータサイエンス，5,101-109.
4）月井雄二，木原章，鵜川義弘（1997）原生生物と日本産アリ類の広域画像デー
タベース，コンピュータサイエンス，４(1):73-74.
5）ＣｇａｗａＹ.,ｅｔａＬ（1999）Japaneseantcolorimagedatabase(2):structureand 
functions1Proc・XIIIImter・Ｃｏｎｇ,ＩＵＳＳＩ,ｐ４８２．
(細胞生理学/生物情報学・第一教養部専任講師）
（遺伝学/生物情報学・第一教養部教授）
● 
Hosei University Repository
